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To Our Shareholders株主の皆様へ

SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚く御礼申しあげ
ます。
　第93期第2四半期累計期間（2016年4月1日から2016年
9月30日まで）における当社グループの業績について概要を
ご報告申しあげます。
　当第2四半期累計期間の当社グループを取り巻く経営環境
は、海外において、米国は設備投資などに若干の弱さが見え
ました。中国は設備の過剰感から民間固定資産投資が低迷
したため景気は減速基調となり、その影響を受けた東南アジ
ア諸国も一部を除き低調に推移しました。
　国内においては、公共投資は経済対策により持ち直し、民
間設備投資は海外経済の減速による輸出の停滞や円高の企
業収益への影響などがあったものの、底堅さを維持しました。

　このような景況の下で当社グループといたしましては、中
期経営計画「BRIDGE 100」に掲げている基本方針に基づ
き、事業活動を展開しました。
　受注の拡大に向けては、顧客ニーズを掘り起こす提案型営
業を推進し、また、グローバル事業の拡大に向けては、当社
子会社であるシンフォニアエンジニアリングの上海法人や
シンフォニアマイクロテックのベトナム生産拠点が本格稼
働を開始し、海外展開を強化しました。新分野への挑戦とし
ては、将来の事業の柱とすべく、再生医療や農業・水産業分
野に関する研究を行い、一部で商品化を進めました。さらな
る生産効率の改善に向けては、生産工程・試験工程の自動化
の推進に取り組みました。

　その結果、企業集団の業績（連結業績）につきましては、
受注高は493億55百万円（前年同期比28.3％増）、売上高
は345億48百万円（同2.2％増）となりました。損益面につ
きましては、経常利益は前年同期比1億99百万円増加し6億
16百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前
年同期比79百万円増加し3億46百万円となりました。

　配当は継続的かつ安定的に実施していくことを基本とし
ておりますが、当社グループの事業構造により、公共・社会
インフラ等の設備関連機器をはじめとして、全体的に売上が
下半期に集中する傾向であること及び当社の財務体質を勘
案し、中間配当の実施を見送ることといたしました。株主の
皆様には誠に申し訳ない次第でございますが、何卒ご了承を
賜りますようお願い申しあげます。

　今後の当社グループを取り巻く経営環境は、海外におい
て、米国は経済成長が持続するとみられます。中国は景気の
鈍化が継続するものの、公共投資が下支えとなり経済成長率
の低下は僅かに留まり、東南アジア諸国は内需を中心に緩や
かに持ち直していくと予測されています。
　国内においては、公共投資は堅調さを維持し、民間設備の
維持更新意欲は引き続き高い状態にあることにより、緩やか
に景気回復すると期待されます。
　しかしながら、アメリカの政策金利引き上げ、中国や東南
アジア諸国経済の下振れリスク、為替相場の大幅な変動等不
確定要素も存在します。
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SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

　このような情勢のなかで当社グループといたしましては、
当下半期において、さらなる受注拡大、収益性向上のための
生産効率改善、資産効率改善を重要課題として取り組んでま
いります。
　さらなる受注拡大に向けては、提案型営業を一層強化して
顧客の需要を掘り起こしてまいります。また、生産効率改善
に向けては、IoTによる工程の見える化、自動化等への積極
的な投資を実施いたします。資産効率改善に向けては、棚卸
資産の圧縮を進めることなどにより、運転資金の効率化に努
めてまいります。
　中期的な取組といたしまして、創業100年にあたる2017
年度を最終年度とする中期経営計画「BRIDGE 100」の下、
「中核事業の拡大」「グローバル事業の拡大」「新分野への
挑戦」「グループ経営基盤整備」の4つの基本方針に則って、
長い歴史の中で培ってきた“Motion＆Energy Control”技
術と顧客基盤を活かし、変化する時代に対応した開発型企業
として、新たな成長の実現を目指してまいります。

　これからも、株主の皆様、顧客の皆様から評価していただ
けるよう、さらに企業価値を高め、成長し続ける企業グルー
プとなるべく、グループを挙げて努力を重ねてまいる所存で
ございます。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご指導
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

取締役会長 取締役社長

平成28年11月
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Overview by Segmentセグメント別概況（連結）

SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.
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売上高構成比 　当社グループの事業セグメントは、「パワーエレクトロニクス機器事業」
「モーション機器事業」「サポート＆エンジニアリング事業」の３つで構成
しております。
　セグメント別の当第2四半期売上高構成比は、左グラフの通りパワーエ
レクトロニクス機器事業が前年同期比3.1％増の38.2％、モーション機器
事業が前年同期比0.3％増の41.1％、サポート＆エンジニアリング事業が
前年同期比3.4％減の20.7％となりました。
　当上半期におけるセグメント別の概況は以下の通りです。

パワーエレクトロニクス機器事業

受 注 高 187億 11百万円
(前年同期比 27.7%増)

売 上 高 131億 97百万円
(前年同期比 11.2%増)

　受注高は、振動機・パーツフィーダ部門等が減少したものの、更新需要を取り込ん
だ社会インフラシステム部門や市況が好調なクリーン搬送機器部門が大幅に増加した
ことにより、前年同期に比べ40億55百万円増加いたしました。
　売上高は、受注減少の影響で振動機・パーツフィーダ部門が減少したものの、海外
向けを中心に受注が好調なクリーン搬送機器部門が増加したことなどにより、前年同
期に比べ13億29百万円増加いたしました。

クリーン搬送機器部門
　精密なデバイス加工精度と高度なクリーン搬送技術
が求められる製造工程において、世界のトップブラン
ドとして信頼を集めています。大気搬送技術はもちろ
ん、独自開発のN２パージ機構を持つロードポートや真
空搬送技術で、より微細化と歩留まり向上の要求が高
まる半導体メーカーの期待に応えています。

振動機・パーツフィーダ部門
　振動機器のトップメーカーとして、食品・化学・リ
サイクルなど、あらゆる業界へ振動コンベヤ等を提
供。また、携帯電話やスマートフォンに使われる微小
部品からネジなどの大形部品まで様々な生産・加工ラ
インにおける部品供給・整列搬送システムを提供して
います。

社会インフラシステム部門
　上下水道の監視制御システム、汚泥焼却施設用電気
設備、さらには再生可能エネルギー発電装置を核とし
た小規模スマートグリッドシステムなどを提供。安心
と快適、そして省エネルギーを実現しながら信頼でき
る社会インフラを支えています。

自動車用試験装置部門
　スピーディーな開発や安全性が求められる自動車産
業において、衝突試験装置等の各種実験装置・検証装置
を数多く提供。ハイブリッド自動車や、時代の要求に応
える最先端自動車の開発に貢献しています。

産業インフラシステム部門
　高効率コージェネレーションシステムや産業・業務用エンジン発電機は、安定した電力供給とともに省コスト・省エネルギーを実現。さら
に、液化天然ガスの汲み上げに使われるモータ、駐機中の航空機に電源供給する空港用電源車、様々な現場ニーズに応えるリフマグ®、最先
端の金属素材開発を実現する真空溶解炉などを提供しています。
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SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

モーション機器事業

受 注 高 203億 19百万円
(前年同期比 37.7%増)

売 上 高 141億 96百万円
(前年同期比　2.9%増)

　受注高は、固定翼哨戒機（P-1）装備品の一括受注を獲得した航空宇宙システム部門
が大幅に増加し、また、カードゲーム向けで需要が拡大しているプリンタシステム部
門なども増加したことから、前年同期に比べ55億63百万円増加いたしました。
　売上高は、主に中国向けで需要が伸び悩むモーションコントロールシステム部門が
減少いたしましたが、大型搬送システム部門が増加したことなどから、前年同期に比
べ4億6百万円増加いたしました。

航空宇宙システム部門
　我が国唯一の航空機用電源システムメーカーとし
て、発電機をはじめとした航空機用電装品等を提供。ま
た、ヘリコプター用レスキューホイストなど人命救助に
役立つ製品からロケット用制御システムなど宇宙分野
で活躍する製品まで幅広く提供しています。

モーションコントロールシステム部門
　産業用電磁クラッチ・ブレーキからOA機器用マイク
ロ電磁クラッチ、自動車用電磁クラッチ、鉄道用ブレ
ーキ、建設機械用コントローラ、産業用サーボアクチ
ュエータなど、豊富なバリエーションを提供。モーシ
ョン精密機器の心臓部とも呼べるモーションシステム
製品を幅広く提供しています。

大型搬送システム部門
　巨大な航空機の牽引をはじめ、乗客の乗り降り、貨
物の搬入搬出を担う空港地上支援車両など、空港運営
に不可欠な重量物搬送を行う特殊車両を提供。さら
に、港湾、倉庫、造船所における超重量物搬送で活躍
する産業用特殊車両など、用途に特化した各種車両を
提供しています。

プリンタシステム部門
　アミューズメント施設や街中で見られるシールプリ
ントやカードゲーム機、各種プリントサービスに使わ
れている昇華型プリンタを提供。世界最速・最高解像
度を実現し、世界初の両面プリンタやツインヘッド方
式によるホログラムプリンタを開発するなど、プリン
ト＆ビジュアル分野の可能性を広げています。

サポート＆エンジニアリング事業

受 注 高 103億 25百万円
(前年同期比 14.1%増)

売 上 高 71億 54百万円
(前年同期比 12.0%減)

　受注高は、S&Sエンジニアリングで保守サービスが増加したことや、シンフォニア
エンジニアリングで電気工事・搬送工事が増加したこと等により、前年同期に比べ12
億74百万円増加いたしました。
　売上高は、シンフォニアエンジニアリングで太陽光パネル設置工事が一巡したこと
等により、前年同期に比べ9億75百万円減少いたしました。

シンフォニアエンジニアリング
　当社製品の保守・サービス業務並びに公共、民間の電
気工事、管工事、搬送工事等の設計施工業務、そして情
報機器（汎用券売機、入退場システム等）の製造・販
売・サービス業務の3部門にて主要事業を展開しており
ます。

Ｓ＆Ｓエンジニアリング
　病院内搬送をメインに、移載・収納・保管を含むトー
タルな搬送システムの導入計画立案から設計、施工、メ
ンテナンスまで一貫した取組で、最適な搬送ソリューシ
ョンを提供しています。

　上記2社の他、保険代理業や運送業などを手掛けるシンフォニア商事、労働者派遣業や当社グループ内の経理・給与業務を請け負うセル
テクノ、ソフトウェア開発やOA機器の販売を行うアイ・シー・エスにより構成されています。
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Topi cs トピックス

SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

ＩｏＴ技術に関する当社取組
　当社は、IoT(Internet of Things)技術を活用し、生産効率及び品
質の向上に役立てる仕組みの構築を進めています。
　産業界では、メンテナンスコスト削減やライン停止による損失削
減が重要な課題の一つです。当社も各工場において様々な改善活
動を実施してきましたが、従来はデータ収集から課題検出までを一
部人の手で行っていたため時間と労力がかかっていました。
　そこで、生産設備のIoT化の第一歩として、当社の各種製品に組
み込まれるプリント基板の実装ラインにおいて、各装置の設定情報
や稼働状況、アラーム情報など各種データをリアルタイムに自動収
集して「見える化」するシステムを導入し、生産工程の無駄の発見
や故障原因の調査に効果を発揮しています。

　このような生産面におけるIoT化を進める一方で、当社製品にもIoT技術を取り入れる開発を進めています。
　当社は主に製造業向けの製品を製造・販売していますが、なかでも振動機器のような生産設備は安定した稼働が
非常に重要視されているため、設備の予防保全をめざしたIoT化の推進が有効です。
　その実現のため、振動機器の情報を検出する長寿命バッテリー付センサノードとそれをインターネットにつなぐ
コーディネータを開発し、運転状況のデータを常に配信し続け、モニタリングできるシステムを完成させました。
現在実施中のフィールドテストで収集した情報を分析し、予防保全のためのアルゴリズムの開発をさらに進め、厳
しい環境で稼働する機器を事務所にいながら状態監視できるシステムの提供を目指しています。
　これらの取組を順次お客様向けの製品及び当社各工場にも展開し、産業界への貢献と生産性向上を実現してまい
ります。

振動機器
センサノード

予防保全モニタリングシステム

設備機器 3

設備機器 2

設備機器 1
ZigBee
　無線

FOMA
通信

交換機

センサノード

コーディネータ

FOMA網 インターネット

ユーザー
スマートフォン

ユーザー
PC

クラウドサーバー

プリント基板実装ライン
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SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

閉鎖循環式陸上養殖システムの開発
　当社は、昨今の異常気象等による影響が懸念される魚介類の安定生産を可能とするため、外部環境に左右されな
い閉鎖循環式陸上養殖システムの開発を2014年度より進めてまいりました。
　国内の漁獲量が年々減少しているアワビを対象として本システムの実証実験を行ってきており、ローコストなコ
ンテナ式陸上養殖システムの実用化に目途が立ち、現在、商品化を進めています。
　本システムは、一般的に使われる輸送用20フィートの冷凍コンテナを利用することで、専用の建屋なしで遊休ス
ペースに設置できるなど自由度、容易さを高めるとともに、冷凍コンテナの断熱性を利用して温度管理にかかる費
用の低減を実現しました。

　海洋での養殖や海水を引き込んでの陸上養殖と異なり、人工海水を使
用した閉鎖循環式を採用しているため、天候や自然災害の影響を受け
ず、成育の安定性・安全性に非常に優れています。また、飼育カゴの採
用で個体管理、清掃作業を簡便化し、管理面での負担を軽減しています。
　アワビ用コンテナ式陸上養殖システムは、2017年度に販売を開始す
る予定で、今後は、さらなる生産性の向上、対象の拡大などの技術開発
を進めるとともに、国内のみならず東南アジアなど海外への製品販売を
展開してまいります。システム構成図

固定翼哨戒機（P-1)の装備品20機分一括受注
　川崎重工業（株）殿に納入している固定翼哨戒機（P-1)の装備品20機分を、
本年4月同社より一括受注しました。
　国内唯一の航空機電源システムメーカーである当社は、本機体に使用さ
れる電源システムを担当し、主電源となるエンジン駆動発電システム、非
常用の補助動力駆動電源システム、負荷機器への配電を行うロードマネー
ジメントセンター等、約40アイテムの装備品を製造・納入しています。い
ずれの装備品も航空機搭載のため、小型軽量化・高信頼性が要求されます
が、長年蓄積した技術や新たな技術の採用により十分な水準を達成してい
ます。特に川崎重工業（株）殿と共同開発したエンジン駆動発電システム
では国産初のIDG（Integrated-Drive-Generator）方式の採用により、従
来に比べ、高効率、高応答性、高信頼性を実現しており、また、ロードマ
ネージメントセンターでは国産機で初のSSPC（Solid State Power 
Controller）を採用した電気式配電装置により、従来の機械式配電装置に
比べ整備性、操作性も優れ、ユーザーからも高い評価を得ています。
　本機体は、防衛装備移転三原則に則って海外輸出が期待されており、今
後さらなる受注獲得を目指してまいります。

固定翼哨戒機
（出展：海上自衛隊殿ホームページ
http://www.mod.go.jp/msdf/formal/
gallery/aircraft/shokai/details/p-1.
html）
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Consolidated Financial Statements連結財務諸表

SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

連結貸借対照表（平成28年9月30日現在）
（単位：百万円）

資産の部

流動資産 48,615

　現金及び預金 6,723

　受取手形及び売掛金 22,561

　商品及び製品 1,385

　仕掛品 9,930

　原材料及び貯蔵品 6,076

　その他 1,994

　貸倒引当金 △56

固定資産 40,309

　有形固定資産 29,348

　　建物及び構築物(純額） 10,759

　　土地 14,547

　　その他（純額） 4,040

　無形固定資産 964

　投資その他の資産 9,996

　　投資有価証券 7,104

　　その他 2,944

　　貸倒引当金 △51

資産合計 88,925

負債の部
流動負債 40,461
　支払手形及び買掛金 15,094
　短期借入金 15,776
　未払法人税等 103
　受注損失引当金 428
　その他 9,057
固定負債 18,751
　長期借入金 10,407
　役員退職慰労引当金 82
　環境対策引当金 417
　退職給付に係る負債 4,906
　その他 2,938
負債合計 59,212
純資産の部
株主資本 24,827
　資本金 10,156
　資本剰余金 452
　利益剰余金 14,281
　自己株式 △63
その他の包括利益累計額 4,884
　その他有価証券評価差額金 2,476
　繰延ヘッジ損益 △0
　土地再評価差額金 3,913
　為替換算調整勘定 △50
　退職給付に係る調整累計額 △1,454
純資産合計 29,712
負債純資産合計 88,925
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SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

連結損益計算書 (平成28年4月  1日より)平成28年9月30日まで

（単位：百万円）

売上高 34,548

売上原価 27,334

売上総利益 7,214

販売費及び一般管理費 6,553

営業利益 661

営業外収益 173

　受取利息及び配当金 97

　その他 75

営業外費用 217

　支払利息 110

　固定資産処分損 3

　為替差損 45

　その他 57

経常利益 616

特別損失 63

　関係会社事業損失 63

税金等調整前四半期純利益 552

法人税等 206

四半期純利益 346

親会社株主に帰属する四半期純利益 346

連結キャッシュ・フロー計算書 (平成28年4月  1日より)平成28年9月30日まで

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,457

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,336

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,465

現金及び現金同等物に係る換算差額 △80

現金及び現金同等物の増減額 △425

現金及び現金同等物の期首残高 6,965

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 149

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 2

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,692

▶財務情報の詳細は、
　当社ホームページIRサイトをご覧ください。

http://www.sinfo-t.jp

Click
!

シンフォニアテクノロジー 検索
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（2016年9月30日現在） Information会社情報・株式情報

SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

会社概要

会 社 名 シンフォニアテクノロジー株式会社
設 立 1949年8月（昭和24年）
創 業 1917年5月（大正6年）
資 本 金 101億5,696万円
従 業 員 3,647名（連結）
本社所在地 〒105-8564

東京都港区芝大門1-1-30　芝NBFタワー

株式の状況

発行可能株式総数 580,000,000株
発行済株式の総数 148,689,323株(自己株式256,288株を除く)

株主数 15,435名
大株主 (上位10名)
株主名 持株数 出資比率

千株 ％
日本マスタートラスト信託銀行㈱
退職給付信託口 (㈱神戸製鋼所) 14,898 10.02

ダイキン工業㈱ 5,085 3.42
シンフォニアテクノロジーグループ
従業員持株会 4,161 2.80

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱
（信託口） 3,768 2.53

シンフォニアテクノロジー取引先持株会 3,664 2.46
大日本印刷㈱ 3,664 2.46
日本マスタートラスト信託銀行㈱
（信託口） 3,050 2.05

前尾　和男 2,599 1.75
ナブテスコ㈱ 2,309 1.55
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 2,256 1.52

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行㈱退職給付信託口（㈱神戸製鋼所）
の持株数14,898千株は㈱神戸製鋼所から同信託銀行へ信託設定さ
れた信託財産です。信託約款上、当該株式の議決権の行使についての
指図権限は㈱神戸製鋼所が保有しております。

２．出資比率は自己株式（256,288株）を控除して計算しております。

主要な営業所及び工場

支 社 大阪、名古屋
支 店 九州（福岡）
営 業 所 東北（仙台）、新潟、北陸（富山）、静岡、

三重（伊勢）、中国（広島）
工 場 伊勢製作所、豊橋製作所、モーションシステム工場（鳥羽）

主要な子会社の本社所在地

シンフォニア商事㈱（伊勢）
㈱S&Sエンジニアリング（東京）
シンフォニアエンジニアリング㈱（伊勢、東京）
シンフォニアマイクロテック㈱（明石）
㈱セルテクノ（伊勢）
㈱大崎電業社（東京）
㈱アイ・シー・エス（伊勢）
シンフォニアテクノロジー(タイ)㈱(タイ王国・サムットプラカーン)
昕芙旎雅機電（香港）有限公司（中華人民共和国・香港）
昕芙旎雅機電（東莞）有限公司（中華人民共和国・東莞）
昕芙旎雅商貿（上海）有限公司（中華人民共和国・上海）
シンフォニアマイクロテック(ベトナム)㈲(ベトナム社会主義共和国・ハナム)

所有者別株式分布状況
証券会社

1,689,183株
（1.14％）

金融機関
40,064,270株
（26.94％）

個人・その他
63,393,755株
（42.63％）

外国人
12,100,368株
（8.14％）

その他国内法人
31,441,747株
（21.15％）
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SINFONIA TECHNOLOGY CO.,LTD.

役員

取締役及び監査役
代 表 取 締 役 会 長 武 藤 昌 三
代 表 取 締 役 社 長 古 谷 浩 三
取 締 役 斉 藤 文 則
取 締 役 小 原 孝 秀
取 締 役 常 光 茂 久
取 締 役 高 橋 芳 明
取 締 役 川　久　　　伸
社外取締役(非常勤) 小 谷 重 遠
社外取締役(非常勤) 井 上 修 平
監　査　役(常勤) 百 家 俊 次
社外監査役(常勤) 笹 川 浩 史
社外監査役(非常勤) 下 谷 政 弘
社外監査役(非常勤) 下 谷 　 收

執行役員
※専 務 執 行 役 員 斉 藤 文 則
※常 務 執 行 役 員 小 原 孝 秀
※常 務 執 行 役 員 常 光 茂 久
※常 務 執 行 役 員 高 橋 芳 明
※常 務 執 行 役 員 川 久 　 伸

常 務 執 行 役 員 仲 　 眞 司
常 務 執 行 役 員 平 野 新 一
執 行 役 員 河 村 博 年
執 行 役 員 堀 　 　 悟
執 行 役 員 御 村 恭 至
執 行 役 員 瀬 田 　 学
執 行 役 員 永 井 博 幸
執 行 役 員 成 久 雅 章
執 行 役 員 花 木 敦 司

（注）１．当社は、小谷重遠、井上修平、笹川浩史、下谷政弘、下谷　收の５
氏を㈱東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同取引所に届
け出ております。

２．上記※印の者は、取締役を兼務しております。

単元未満株式(１株～999株)買増及び買取請求のご案内
　当社株式の証券市場での取引は1,000株単位となってお
りますため、単元未満株式を市場で売買することはできません。
　当社では、「単元未満株式買増請求制度」または「単元未
満株式買取請求制度」のいずれかの制度を選択してご利用い
ただけますので、ご案内申しあげます。

買増請求制度 株主様がご所有の単元未満株式と合わせて
単元株式（1,000株）となるように、市場価
格で当社から購入することを請求できる制
度です。

買取請求制度 株主様がご所有の単元未満株式を、市場価格
で当社に売却することを請求できる制度で
す。

具体例　株主様が1,800株をご所有の場合

1,800株

200株を
当社から購入

買増請求制度を
ご利用

2,000株
（2単元）

800株を
当社に売却

買取請求制度を
ご利用

1,000株
（1単元）

単元未満株式の買増・買取、住所変更等のお申し出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座にて管理されて
いる株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託
銀行株式会社にお申し出ください。

特別口座から一般口座への振替えについて
　株券電子化に際して、証券会社等に株券を預けられていな
かった株主様の株式は、三井住友信託銀行株式会社の特別口
座に記録されています。特別口座に記録されている株式に
つきましては、株主様が保有株式の管理を簡便にするため、
証券会社等の口座（一般口座）に振替えていただくことをお
勧めいたします。
　ご所有の株式が特別口座に記録されているかご不明の場
合や、一般口座への振替えのお手続につきましては、特別口
座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお問
い合わせください。
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株主メモ

事業年度 ４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月

基準日 定時株主総会　３月31日
期末配当金　　３月31日
中間配当金　　９月30日
（その他必要あるときは予め公告します。）

上場取引所 東京

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） TEL　0120（782）031（フリーダイヤル）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（旧　神鋼電機株式会社）
〒105-8564　東京都港区芝大門１-１-30 芝NBFタワー
TEL　03（5473）1800
http://www.sinfo-t.jp


